
京都大学医学部附属病院 病院研修生プログラム 

京都大学医学部附属病院は次の研修プログラムによる病院研修生を募集します。 

１．プログラムの名称 

  病理組織・細胞診研修Ⅲ（免疫組織学的研修） 

２．診療部名 

  病理診断部 

３．研修コース名：  目的、特色、特徴 

専門コース ：  当院病理診断部で行っている免疫組織学的検索は、染色件数、使用 

抗体種類数ともに国内トップクラスであり、染色の質についても病院内外の病理医から 

高い評価を得ている。本プログラムでは、免疫組織検査の技術習得の為の臨床研修パッ

ケージとして、当院ならではの質の高い教育研修を行う。 

対象は「新たに免疫組織学的検査を立ち上げる施設に勤務する臨床検査技師」また 

「免疫染色について自施設で満足な結果が得られず、当院病理診断部での検討を望む 

施設の臨床検査技師」とする。 

４．研修プログラムの内容 

    別紙（研修日程表）のとおり 

５．受講対象者 

  病理組織検査に携わる臨床検査技師 

６．募集人数 

  年間４回（各１名） 

７．研修期間 

  ２日間 

８．研修時期 

  研修部門との調整が必要、別途相談 

９．応募期間 

任意時期に受入れ可能 

10．研修料 

一人につき64,800円（２日間） 

11．申請書類 

    病院研修生受入れ申請書（別紙様式） 

    （誓約書、履歴書、所属部門長からの推薦書、健康診断書及び免許証のコピーを添付） 

12．出願書類提出先・問い合わせ先 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町５４ 

京都大学医学部附属病院 総合臨床教育・研修センター 宛 

TEL：０７５－７５１－４８３９ 

FAX：０７５－７５１－３０９１ 



研修日程表 

 

 

プログラム名称： 病理組織・細胞診Ⅲ「免疫組織学的研修」（病理診断部）  

研修期間（２日間） 研修内容 

 

１．自動免疫染色装置 

（ベンタナ社製）を 

使用しての実習研修 

 

 

 

 

２．マニュアル法での免疫 

組織染色実習研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・染色フローチャートの作成・チェック 

・抗原賦活法（前処置）の選択 

・染色ランニング 

・染色完了標本の顕微鏡下でのチェック、 

及び質疑応答 

 

 

・染色フローチャートの作成・チェック 

・マニュアル法での染色系列の作製 

・抗原賦活法（前処置）の選択 

・染色ランニング 

・染色完了標本の顕微鏡下でのチェック・ 

質疑応答 

担当診療科         担当者氏名 

病理診断部       ： 羽賀 博典、三上 芳喜、南口 早智子 

     小柳 逸子、田中 千晶 


